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検査内容変更のお知らせ 
 

拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

この度、以前より先生方からご要望、ご相談いただいておりました下記検査項目につきまして、報告表示を 

一部変更する運びとなりました。 

今回の内容変更にあたり、先生方には大変ご迷惑をおかけいたしますが、今後ともご指導、ご鞭撻賜ります

よう、お願い申し上げます。 

                                                                     敬具 

 

（ 記 ） 
 

【項目名】 ： ｅＧＦＲ（推定糸球体濾過量） 

 

【変更日】 ： 平成２９年１２月１日（金）受付分より 

 

【変更内容】 
 

コード 検査項目名 変更箇所 （新） （現行） 

８０ ｅＧＦＲ 

ステージ ６段階 ５段階 

ステージ表記 G１ （１） 

報告単位 ｍＬ/ｍｉｎ/１．７３㎡ 記載なし 

報告値 整数 小数点第１位 

 

【変更理由】 
ｅGFRの３０～５９ｍL/ｍｉｎ/１．７３㎡のＳｔａｇｅ ３の中でも、ｅGFRが４５ｍＬ/ｍｉｎ/１．７３㎡以上と以下では

末期腎不全への予後が異なることや、尿蛋白の存在がリスクを増大させているので層別化の必要があると

KDIGO(Kidney Disease Improving Global Outcome；国際腎臓病予後改善委員会)より提唱されたため。 
 

６段階 ５段階 

ステージ GFR 値 ステージ GFR 値 

Ｇ１ ≧９０ （１） ≧９０．０ 

Ｇ２ ６０～８９ （２） ６０．０～８９．９ 

Ｇ３ａ ４５～５９ 
（３） ３０．０～５９．９ 

Ｇ３ｂ ３０～４４ 

Ｇ４ １５～２９ （４） １５．０～２９．９ 

Ｇ５ ＜１５ （５） ＜１５．０ 
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    ※ 裏面に続きます。 
 

 

 

 

 

参考資料 
 

 

 
 


